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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究においては、シナプス活動が神経回路において遺伝子発現スイッチをオンにするゲノム上の配

列 SARE (synaptic activity responsive element)の発見、大脳皮質神経回路構築を制御する神経情報伝

達カスケード（樹状突起形成における CaMKK-CaMKgamma 経路と軸索形成における

CaMKK-CaMIalpha 経路）の発見、二重 FRET 計測技術の開発など具体的な成果が挙がりつつある。

これからは研究対象の拡散に注意しながらこのまま研究を進展させてほしい。 


